
○公立大学法人青森県立保健大学 平成２１年度 第６回役員会 議事概要

日 時 平成２２年３月１０日（水）１０：３０～１２：００

場 所 青森県立保健大学 管理・図書館棟２階大会議室

出 席 者 リボウィッツ理事長、上泉副理事長、小山石理事、鈴木理事、藤田理事、

武田理事、山田監事（小原監事は１１：２０頃から出席）

配布資料 【報告事項】

① 平成２２年度理事及び部局長等の人事について…………資料１

② 大学基準協会大学評価結果（最終案）について…………資料２

【審議事項】

① 教員の人事について …………………資料３－２、

３－３（回収）

② 名誉教授・客員教授について …………………資料４－１、

４－２（回収）

③ 「平成２１年度計画の達成状況」及び「平成２２年度計画」

に係る作成状況について …………………資料５－１、

５－２

④ 諸規程の改正について …………………資料６

⑤ 平成２１年度２月補正予算案について …………………資料７

⑥ 平成２２年度当初予算案について …………………資料８

⑦ 平成２２年度役員会及び両審議会の開催日程について…資料９

【その他】

① １月の記者発表済み資料について …………………参考資料１

② その他

議 事 【開会】

定款の定めに従い、会議が成立することを確認し、開会した。

理事長から、大雪の中出席いただき感謝する旨のあいさつがあった。

２ 議事

【報告事項】

① 平成２２年度理事及び部局長等の人事について

・理事長から、資料１により、平成２２年度の理事及び部局長について

説明があった。

② 大学基準協会大学評価結果（最終案）について

・理事長及び鈴木理事から資料２により、大学基準協会大学評価結果（最

終案）について 説明があった。

・これまでやりとりを行ってきた結果、適合認定を受けられる見込みと

なった。評価結果案には「Ⅱ 総評」のほか、「Ⅲ 大学に対する提

言」として、長所１項目、助言（改善を要する事項）７項目が記載さ

れている。「助言」については大学として早急に対応し、よりよい大

学としていきたいと考えている。



議 事 【審議事項】

① 教員の人事について

・理事長及び藤田理事から、資料３－２により、栄養学科教授の選考結

果について説明があり、特に異議等はなく採用について承認された。

・理事長から、資料３－３により、看護学科助教の選考結果について説

明があり、特に異議等はなく採用について承認された。

② 名誉教授・客員教授について

・理事長から、資料４－１により、名誉教授候補者１名の推薦理由につ

いて説明があり、特に異議等はなく、候補者を名誉教授とすることが

承認された。

・理事長から、資料４－２により、客員教授候補者４名の推薦理由につ

いて説明があり、特に異議等はなく、候補者４名を平成２２年度も客

員教授とすることが承認された。

③ 「平成２１年度計画の達成状況」及び「平成２２年度計画」に係る

作成状況について

・理事長から、資料５－１及び５－２により、平成２１年度計画及び平

成２２年度計画の概要について説明があり、特に異議等はなく、承認

された。

④ 諸規程の改正について

・事務局担当者から、資料６（差替版）により、平成２２年度を迎える

にあたり、新設及び改正を要する規程の改正理由等について説明があ

った。また、再試験受験料の設定について、理事長から、学生の学習

の動機付けになればと思い、実施することとした旨説明があった。

特に異議等はなく、承認された。

⑤ 平成２１年度２月補正予算案について

・事務局大西主査から、資料７により、今回の補正予算は、大学の運営

状況を踏まえ、主に学生納付金等自己収入の納入状況、大学運営経費

の執行状況及び外部資金事業費の精査に伴い、歳入、歳出それぞれ所

要の補正を行うとの説明があり、特に異議等はなく、承認された。

⑥ 平成２２年度当初予算案について

・事務局大西主査から、資料８により、平成２２年度当初予算案の概要

について説明があった。

ア 教員人件費について、本学見込額は、運営費交付金算定ルールに

より算定される額より 43,390 千円多くなっている。

イ 人件費合計では、同様に 47,366 千円多くなっている。

ウ この差額は物件費△ 60,571 千円によりカバーされる形である。

エ 自己収入については、本学見込額は、運営費交付金算定ルールに

より算定される額より 8,015 千円少なくなっている。

オ 平成２２年度当初予算額は平成２１年度当初予算に比べ、金額で

28,656 千円の減、率にして 1.5 ％の減となっている。

カ 平成２２年度授業料収入は、定員増により、今年度より増える。

キ 教員個人研究費の単価は変更なし。



議 事 ク 院生研究費については、直接支給する形から担当教員に成果配分

として支給する形に改める。

ケ 看護技術スキルアップ研修は事業終了により皆減となる。

コ 中期的には平成２３年度までは差引プラスとなるが、平成２４年

度以降は歳出超過となり、それでも平成２０年度決算で生じた剰

余金 83,868 千円があるため、平成２５年度までで、86,393 千円の

プラスとなる見込みである。

・これに対して、武田理事から、２２年度当初予算を、通常は今年度最

終（現計）予算と比較すべきと思うが、２１年度当初予算と比較する

のはなぜかとの質問があった。

・併せて、教員人件費は２１年度当初予算との比較では、1.6 ％のアップ

であるが、２１年度現計予算との比較では 6.3 ％のアップとなってお

り、これが本当に妥当かとの議論もあると思われるが、当初予算との

比較ではこういった検討ができないとの意見があった。

・これに対して、小山石理事から、県時代の慣習として、前年度当初予

算との比較を行ってきたものであるが、今後、比較・分析の仕方につ

いて検討する旨の回答があった。

・小原監事から、教員の人数について、運営費交付金の算定基礎となっ

ている１００名と実際の人数の１０５名の乖離が生じた事情について

質問があった。

・これに対して理事長及び小山石理事から、平成１９年度にルールを設

定した際は、何名が適当ということではなく、開学以来の最大の在籍

者人数が１００名であり、その人件費の範囲内で運用は任せるという

考え方であったが、今般ようやく必要なポジションがすべて埋まり、

１０５名となったものである旨の説明があった。

・また、小山石理事から、今後運営費交付金の人件費部分が１％ずつ減

額となるため、定数管理に取り組んでいかなければならず、また、長

期的には、次期中期計画期間に向けて、国立大学運営費交付金の削減

方針撤回を参考に本学の運営費交付金の削減方針の見直しを要請して

いかなければならないとの説明があった。

・以上の議論を経て平成２２年度当初予算案について承認された。

⑦ 平成２２年度役員会及び両審議会の開催日程について

・理事長から、資料９により、役員会の開催予定について説明したとこ

ろ、武田理事は４月２１日は出席不可とのことであり、再度日程調整

を行うこととされた。

【その他】

① １月の記者発表済み資料について

理事長から参考資料１により記者発表の概要について説明があった。

② その他 なし


